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主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと（3）


渡邊利道




　東京の空の上を飛行機で差し掛かった時、ちょうど眼下で雨が降り出した。白くけぶるビル群を見ながら、あの窓窓の向こうで、いったいいま何人があくびしているだろうかと思う。昼の三時で、お茶を飲んで菓子を食べ、ひとしきり笑い声が上がる。一人でその空気から離れてあくびしている誰か。




　都へ向かう街道にむき出しの心臓が転がっている。どくどく脈打っているそれは王の胸から抉り出されたもの。緑色の風が渡っていき、銀色の雲を見やりながら勇者がやってくるのを心臓は待っている。けれども実際にやってくるのは、業突く張りの婆あ、破落戸の類だけだ。




　舗装が途切れて裸の地面の方々に点々と草が生えている道とも言えないような平面を歩いて捨てられたように建っている病院の自動ドアの前に立つが電源が落ちているようで開かない。中には見たこともないような黝い樹体が繁茂しており無数の猿が歯を剥き出しにして笑っている。




　腐った魚の臭いに包まれて、港に堆く積まれた木箱にもたれた男が海をじっと眺めている。脳裏には故郷に置いてきた、いやむしろ捨ててきた少女の姿がある。少女の髪はいまやすべて蛇である。くねくねとゆらめく蛇の口から、次々に赤茶色に錆びた硬貨が零れ落ちる。




　職員室の担任の雑然とした机の上にはいつも牛の首が置いてあって、いましがた斬り落とされたかのように生々しい血が垂れているので、こうして授業中ふざけすぎた廉で説教されていても気になって仕方がないのだが、その虚無のような黒目がちの瞳から涙が落ちる。




　拾った石はどうやら中が空洞になっているらしく、暗闇に放っておくと時折ぼうっと光るのだがその光が少しだけ距離を感じ取らせる遠くにあるのが確かにそう思われた。この石、むしろ石の殻を破れば中には何があるかといえば、伝承によれば精霊が眠っているのである。




　丘の上にある古い町の老舗旅館「人魚亭」の調理場で、シェフは毎日灰色の骨を木槌で打ち砕く。打ち砕く。打ち砕く。その骨はきっと獣の骨、魚の骨だが、もしかすると人の骨も混じっているの？と訊くとシェフはなんともいやあな顔でにんまり笑う。にんまり笑う。にんまり笑う。




　鉄の骨組みだけが残っている倉庫の、まだ燻っている瓦礫の下には、きっとあの犬が、犬たちが眠っている。尻尾を振って、宙を飛ぶように跳ね、私の周りをぴょんぴょん駆けたあの犬たち。どうしてお前らは黒い炎から逃げなかったのか。このまま一人で私はどうして歩けばいいのか。




　砂漠をずっと歩いてようやくたどり着いたテントの中には、半裸の少女が横たわっている。傍に控える黒い覆いを被った者に幾らかの銭を渡し、少女の足元にうずくまって、その蹠を広げると、小さくて白いその表面に走る相から、これから先十年ほどの未来が読めるのだ。




　倫敦から父が来るというので、空港まで迎えに行ったが、何本も何本も飛行機が降り立ってはきたものの、父の姿はいっこうに見えぬ。ついに日も暮れて最終便も去った。どうしたものやらと思い、タバコをふかしながら夜空を眺め、そうか、船で来たのかと思い当たった。




　巨大な船が空から降りてきて、中から蒟蒻状の異星人が現れた。オロカナチキュウジンドモメと言うのかチキュウノミナサンコンニチハと言うのかと注視していると、蒟蒻は一気に増殖してみるみるうちに地を覆い、人も建物も自然もすべて覆って地球は白い玉になった。




　空を、三千一羽の鶴が飛んでいく。その嘴に憎悪を咥え、灰色の空を一斉に陰らせて羽をひろげ、声は、泣く声が聞こえるはずだが、どうしたものか私の耳にはまったく何も届かないのだ。風は氷のように冷たく、太陽は姿を消したまま、時が止まったように。




　学校からの帰り道、路地の井戸の向こうにぼんやりと丸い影のような玉が浮かんでいるのが見え、何だろうと近づくと、丸から犬が、まず顔、首、肩、前足、と順繰りに出てくる。ゆっくりゆっくりつやつやした犬の躰がゆらゆら揺れ、雫がぽたぽた落ちている。




　昏い空を蟹のような月が這っていく。もうすぐ雨が降るだろう。それまではこうやって空の一角をみつめ、声を詰まらせ、時間稼ぎすることもできるだろう。偸盗が忍び笑いを漏らし一仕事終えて屋根から屋根へと滑っていく。こんな夜に降り出す雨は恩寵だろう。




　広場の真ん中に棒杭が立っていて、据え付けられた盆の上に骸骨が載っている。眼窩に小さな光が灯っているときは会話することができる。何か有益なアドバイスとか、いっそ予言とかしてくれないかと思うのだが、大抵はくだらないダジャレを返してくるだけ。




　ね、ちょっと触ってみる？と囁いて、彼女は僕の手を掴み自分の服の中にさし入れる。指先に触っとした感触がひろがり羽毛だと気づくとクスッと笑う彼女の息が僕の頰に当たる。ね、わかった？うん。僕は頷く。




　地上百二十階のビルの、嵌め殺しのガラス窓の向こうにスーッと梯子が降りてくる。私のすぐ脇を通り抜けて一人の少女があっけなく窓を開け放ち、梯子に掴まってスイスイ登っていった。吃驚して窓に飛びつき見上げれば、頰に降り出したばかりの雨つぶ。




　教室の中ひとりぼっち、しくしく泣いているのでどうしたの？なんで泣いてるの？と訊くのだがいやいやするばかりでいっこうに要領を得ない。しだいに日が暮れて気がつくと夜だ。とにかく帰ろうよ、と手を差し出し触れたかと思うやかき消えて水たまりだけが残る。




　押入れに鷹が身体を丸めて眠っている。猛禽類がそんな眠り方をするとは知らなかった。僕は毎日学校から帰宅するとすぐに手洗いもそこそこに襖を開けて鷹の姿を確認し、ほっとしてその銀色の喉を撫でる。鷹は気持ちよさそうに半眼を開き、僕に何事か語りかける。




　川べりの下宿屋。二階の窓から眺めていると、上流から刳舟が一艘滑るように流れてきて、舳に座った着物の女がこちらを見上げ、ふわふわした宝石を投げてよこす。きらきらしたものは部屋までたどり着くとパチンと弾け、一瞬えも言われぬ芳香を放射し、見ると舟も消えていた。




　すみれ色の空に、銀色の腹を見せた無数の船が浮かんでいる。あれは外宇宙からやってきた移民船で、現在政府と交渉中なのだそうだ。彼らの姿はいまのところ隠されたままだが、きっと虫のような、蛸のような、あるいはガラスのような生物に違いない。




　砂嵐の中をずっと歩き続け、ついに到達した渦巻の中心に大蛇がとぐろを巻いて、君をゆっくりと見返す。炯炯と光る眸の、金色の輝きには幸福の、真実の、正義の鍵が隠されているのだ。空から煙のような土埃が舞い降りて、幽霊たちが憐れっぽい声をあげて君と蛇を讃える。




　腹の具合が悪いと言って死んだ男の胃袋の中には大量の蛇がひしめき合い絡まり合って、互いに噛み合って食い合って凄惨なにおいが立ち込めていたそうだが、流れる血は清浄に床を洗い、こうして立派な手術室となり、死んだ男の胃袋はきれいなランプシェードになっている。




　竹林の中を歩いていると、雨が降り出した。繁った葉で細かく切り刻まれて霧のようにしっとり身体を濡らす。まとわりつく小さな水の粒子が皮膚の上を転がってとても気持ちがいい。息が白い。拡散して消えていく向こうに月がぼんやり浮かんでいる。




　春雨があがって、校庭に小さな子らが駆け足で集まって口々に大きな声を上げる。鉄柵に向こうにぶらぶら寄った犬がその子らの様子をうかがう。やわらかな日差しがよみがえり、ぼんやりした風がゆっくり花の匂いを運ぶ。私が死んだのこんなのどかな昼だった。




　出発するには、もうあまりに遅い時間だったが、爪のような月に見守られながら、船を出すのならばむしろ歓迎すべきかもしれぬ。胸に帯びた銃を撫で、ゲートルを結び直して次の街へ向かう。敵はいまどこにいるか。味方にはついに出会えぬままなのか。なまぬるい風がにおう。




　窓の外を牛の大群が洪水のように歩いている。その黒々とした背中が月明かりにギラギラ光って、わさわさ揺れるたびに目を射るように反射するので、私は窓を閉め、カーテンを閉じて作業の戻るが、いつまでも、いつまでも、牛の群れが頭から離れない。




　湖に面する郊外電車の中から花火を見上げる。色とりどりの光の幻影の向こうに、かつて親しくした女性たちの姿が重なって浮かび上がり、そのさまざまな肢体を懐かしんでいると、電車はトンネルに入って、薄いオレンジ色の明かりに包まれた車両の中の乗客は僕一人。



ぜんため2019の気配が感じられない


古川モトイ




　前回、ぜんため2019について色々妄想をしてみたのだが、ぜんため2019のオーラが感じられない。もしかして2回の開催を持ってフィニッシュしてしもうたんではないかという不安を感じつつ、乗りかかった船なので、もう少ししつこく頑張ってみようと決意を新たに記事を書いている。




　■EVOJapan（不戦勝）がありましたね

　ぜんためとさほど近くもなく遠くも無い話題としてEVOという対戦ゲームの世界大会の日本大会が開催された。これが私から見ると批判する所しかないような大会で大変に趣深い。以前、eスポーツが抱える問題として「スター選手を創出・保護しなくてはいけない」といったことを指摘した記憶があるが、その問題が顕在化したようだ。先日のEVOJapanの様子をツイッターで検索してみると「不戦勝」という言葉が躍る。対戦選手の誘導や告知が上手く行かずに時間切れで不戦勝で処理される試合が続出したのだ。対してEVOが注目している有力選手たちはネット配信で実況する都合で比較的滞りなく試合が行われた様子だ。




　■EVOはちゃんと有力選手を知っているのかな？

　自らの不出来を暴露するようで気が引けるが、私は以前、岐阜で行われたバーチャファイターの大会実況中にやらかしたミスを紹介させていただきたい。まず、原因は全国に名が轟く関東の有力チームにいたアキラ使いのリングネームを私が知らなかったのだ。チームは存じていたので、私はてっきりそのアキラを使うプレイヤーは普段違う名前を使っているのだと勝手に勘違いして。「おっと、これは誰なんだ？」的な（マイルドに書いているがかなり失礼な言い方をしている）実況をして、周りにいた人間から「え？知らないの？〇〇さんだしリングネームも普段と変わってねーよ！？」と指摘されたのだ。確かに日ごろから、私が実況で軽口をたたいて周りがそれに軽快にツッコムような流れもあったが、その時のツッコミは全く笑えない空気だった。若干「お前しばらく黙っていろよ」という空気すら漂っていた（当然そのあと謝罪した）。さて、ここで気になるのが、EVOの運営は有力選手を把握できているのかという事だ。Twitterで騒がれているEVOの不戦勝の多くは「スタッフに誘導された場所で対戦を待っていたら、別の場所で試合が進んでいていつの間にか不戦敗で負けていた」というパターンだ。今回、EVOに注目されていなかったという理由でネット配信されていない対戦台に割り振られ、杜撰な運営の手違いで不戦敗に沈んだ有力なプレイヤーはいないのだろうか。もっと言えば、大会出場選手ぐらい平等に扱えないのかというのが私の見解だ。




　■日本をeスポーツ後進国と呼ばなければいけなかった理由は

　日本をeスポーツ後進国だとぶった切った方々がどこかにおられると私は勝手に確信しているのだが、じゃあ、彼らはeスポーツの先進国の人間なのだろうか。eスポーツで扱われるゲームタイトルに置いて日本のゲーム企業は一定の存在感を示している。日本選手も然り。さらにいえばビデオゲームの大会自体が日本ではかなり古くから実施されている。当然、日本にはゲームの大会運営のノウハウを持った人間がゴマンと存在している。さて、仮に日本は「eスポーツの文化が成熟しきった国だ」と言ってみたらどうだろう。海外のeスポーツの本質はビデオゲーム賭博だと私は考えている。観客は自分が支持するプレイヤーやチームにお金を賭けて応援することができる。そこでお金が動く。日本の従来型のゲーム大会では動かないお金がそこには動く。日本の従来型のビデオゲーム大会の様式を否定して無価値にし、新たな利権を創出して、ノウハウを持った人間を排除して、ビデオゲーム業界のルーキーが「eスポーツ専門家」のような顔をして居座るために何をすればいいのか考えてみると、「日本はeスポーツ後進国」だと声高に叫ぶのが手っ取り早いのではないかと私が考えるのは、これはごくごく自然なことではないだろうか。




　■プロ選手は一旦囲いの外に出そうぜ？

　ということで、今回のEVOJapanについて運営が公式に不備を認めて、大会のやり直しを宣言する可能性はまずないと思う。今回の不戦勝連発を反省して襟を正し、「きちんと最初からやり直します」と言って公正な大会を運営したり、スポーツマンシップをビデオゲームの中に見出すような高度なコミュニティにはとても見えない。ただ彼らがつかみかけた利権は利権として彼らには必要なモノだと思われるので、この際、私としては「プロ選手を大会に関わらせると自称eスポーツ詳しい人が来てしっちゃかめっちゃかにしていくので、もうプロ大会とアマチュアの大会はボクシングみたいにきっちり分けて運営しない？」というのが本音だ。これは結構、現実に即したイイ方法だと思う。




　なお今回のテキストは熱田区生涯学習センターで開催されたWMM（ウィークエンド・モデラーズ・ミーティング）でプラモデルに囲まれながら作文させていただきました。大変に和気藹々とされておられました。ありがとうございました。



リビングデッド・シスター


弾射音
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　というわけで、飯田氏と僕は奥田教授の家へ行くことになった。あらかじめ奥さんに連絡を取り、許可を得ておく。飯田氏と奥さんは奥田教授が結婚したときからの知り合いで、許可はすんなりと取れた。土曜日一日を費やして研究室を調べることになる。由希子とのデートはまたもやお預けだ。

　並んで門の前に立ち、飯田氏がインターホンのボタンを押す。出てきた奥さんは、すっかり痩せ細っていた。ちょっとふっくらしていたのが、急激に痩せている。見ていて心が痛くなった。

「ああ、飯田さん、高梨さん。どうぞお入りください」

　まずは応接間に通される。飯田氏は奥田教授の奥さんにいくつか質問をした。ゾンビの研究について奥さんが知っていることをあらかじめ聞き出しておこうというところだ。奥さんはすべて正直に喋った。ゾンビの存在を肯定し、自分もゾンビの作成に荷担したと証言する。飯田氏はまだ信じられないような顔をしていたが、とりあえず奥さんの証言のすべてをメモに取った。

　次に、いよいよ研究室を捜索する。奥さんに立ち会ってもらって、飯田氏と僕の二人で家捜しした。

　檻は冴子がいたときのままになっていた。そのほかの部分も、手がつけられた形跡はない。ショック状態が激しかったので、奥さんは手のつけようがなかったのだろう。

「ここで、二人の少女と新崎氏が殺されたのですね」

　飯田氏が訊く。奥さんは涙をこらえながら答えた。

「はい。飲み物に睡眠薬を入れて眠らせ、檻の中に放り込みました。すぐに、ゾンビの冴子さんが食べはじめました」

「死体の残骸は残っていませんか」

「いいえ。すべて主人が捨てにいったと思います」

「床はどうしたのですか。血は何で拭いたのですか」

「洗剤で拭きました」

「そうですか。血液を採取できればよかったのだが。しかし、私にはDNA判定の手段がない」

　次に、僕たちは部屋の中の備品や什器を調べた。カップボードの中に、ブードゥー教のアイテムがたくさんはいっていた。僕をゾンビにするときに奥さんが持っていた、ゾンビ・パウダーの壷もあった。飯田氏は壷の蓋を開けて中を覗き込み、匂いを嗅いだ。それから、持っていた小さな容器にサンプルを採取する。

　ファイルキャビネットが奥の方にあった。アルバムが何冊も収納されている。僕たちはそれをすべて調べていった。檻の中で両腕を前に伸ばしこちらに近づこうとする冴子の姿を写した写真が何枚もあった。

　そのうちに、冴子の食事のシーンの写真が出てきた。

　少女や新崎の体が檻の中の床に横たわっている。冴子がその上に屈み込み、肩や腕や脚の肉を食いちぎっていく。死体が見る見る損壊していく。僕はそのうちに見ていられなくなった。食べたものが胃からせり上がってくる。飯田氏も眉をひそめていた。冴子が腹の皮膚を引き裂いて内臓にむしゃぶりつく写真が出てきたときには、思わず目を両手で覆った。

　凄惨な記録はそれだけではなかった。ファイルキャビネットの横に机があり、引き出しの中にビデオカメラが入っていた。飯田氏はハードディスクに溜まっている映像を液晶画面に映し出した。檻の中に冴子がいる。ぐったりとなった少女の体を、奥田教授が檻の中に横たえる。底から、冴子の食事シーンが始まる。まるでスプラッタ映画のようなシーンだった。血が飛び散り、肉が引き裂かれるところが克明に記録されている。冴子が肉をはむくちゃくちゃという音が収録されており、聞くに耐えない。

「少なくとも、二人の少女と新崎氏の殺害に関わっていたことは判明した」

　飯田氏は震える手でビデオカメラを引き出しに戻しながら言った。

「しかし、冴子さんが正真正銘のゾンビであるかどうかはまだわからない」

　僕たちはファイルキャビネットをさらに調べた。グラフや図形、表などが収録されたフォルダーがあったが、文章で綴った研究日誌といえるものは見つからなかった。

「ご主人の書斎はありますか」

　飯田氏は奥さんに言った。

「はい。この部屋の隣が書斎です」

「探させていただいてもよろしいですか」

「はい。こちらです。どうぞ」

　奥さんが先導して、僕たちは廊下に出る。隣の部屋は果たして書斎だった。大きな机が二つ並べられており、その一つにデスクトップパソコンが置かれていた。壁はすべて書棚で埋まっている。飯田氏はパソコンの前に座った。

　机の引き出しの中を探す。しかし、日誌らしきものは見つからなかった。次に飯田氏はパソコンのスイッチを入れた。当然だが、パスワードを入力する画面が出てくる。

「奥さん、旦那さんのパスワードはご存じですか」

「はい」

　奥さんが机の上にあったメモパッドにパスワードを書く。飯田氏はそれを見て、パソコンに入力していった。

　数分パソコンを捜査した結果、飯田氏はハードディスクの中にとうとう奥田教授の研究日誌のファイルを発見した。引き出しの中を探してUSBメモリを見つけ、奥さんの承諾をとってそれに研究日誌のファイルをコピーする。家に持ち帰って、分析するつもりらしい。しかし、この場で少し読みもした。

「うーむ」

　飯田氏は日誌を読みながら唸り声を上げた。

「少なくとも、奥田くんはゾンビの存在を肯定している。自分がゾンビの存在を証明したと書いている」

「ゾンビはいます」

　僕たちの後ろに立っていた奥さんが言った。

「アフリカで、何回か見ました。ブードゥー教の司祭は本当に死者を蘇らせることができるのです」

　飯田氏も僕も言葉に詰まった。返答のしようがない。飯田氏は半信半疑だし、僕はほかならぬ自分の妹がゾンビになってしまっている。

「家に持ち帰って詳しく分析してみよう。高梨さん、あなたも持ち帰りますか」

「あ、はい」

　よく意味がわからないまま返事をしてしまった。飯田氏がもう一つのUSBメモリに日誌のファイルをコピーし、僕に渡した。

「あの、私は警察へ行かなければいけませんでしょうか」

　再び応接間で一休みしていると、奥さんが飯田氏に質問した。

「二人の少女と新崎氏に睡眠薬を盛ったのは誰ですか」

「主人です」

「あなたは見ていただけなのですね？」

「はい。でも、止めはしませんでした」

「ふむ。いずれ警察に通報しなければならないとは思うが、私は法律に詳しくないので、奥さんが罪に問われるかどうかはわかりません。しかし、二人の少女と新崎氏の失踪事件を解決に導く必要がありますね」

「やはり、警察に通報するのですね」

「ええ、そうしなければなりません」

「ゾンビのことはどう説明するんですか」

　僕は飯田氏に言った。

「それは奥田くんの日誌を詳しく分析してから決めましょう。それまでは警察沙汰にしたくない」

「ゾンビのことを理解されないからですか」

「それもあります。しかし、高梨さんの妹さんのこともある」

「妹も罪に問われるんですか」

「たぶん、心神喪失状態で無罪放免になると思いますが、いずれにしても非常に難しい事件です。おそらく、誰も全容を説明できないでしょう。奥田くんが死んでしまった今となっては、彼の日誌だけが事件を解く手がかりです」

　それからしばらく休憩して、奥田教授の家を辞した。シャツの胸ポケットに入れたUSBメモリが、なんだか熱を持っているように感じられる。




【続く】


OCTA ORCA DM Rote Walzer


murbo




■OCTA ORCA DM Rote Walzerオクタオルカ　ディーエム　ローテヴァルツァー

　Rote WalzerはMG-03の試験用に開発担当部門に与えられたOCTA ORCA で、内蔵武装をオミットしたDM版にデータ記録用のコンピュータを搭載した専用タイプ。MG-03の制御用ソフトウェアやデータ収集用の装置が組み込まれている。

　正式名のRote WalzerはMG-03のコードネームと肩に取り付けたデータ計測ユニットが赤く塗装されていたことから。ドイツ語なのは開発リーダーがドイツ人だったため。

　外見の変更点は肩のデータ計測ユニットと頭の縦に並んだツノ。

　MG-03を二丁携行する。徹甲弾は薬莢を排出しない高速型。

　開発中は赤い肩以外を明るいグレーに塗装されていたが、先行量産型のプロモーションに使用された折に黒とマゼンタの複雑なグラデーションに塗装された。

　MG-03の一般公開のデモンストレーション中にどこからかマクロウィルスが侵入し、未確認のネットワークに切り替えられ、本来は出られないはずのブラザーシティの外へ飛び出し、行方が分からなくなってしまった。



■MG-03アサルトライフル

　MG-03はOCTA ORCA専用のアサルトライフル。

　大戦後、極端に霧の発生地域が広がっており、大気によって減衰や偏向の出るレーザー兵器だけでは防御力に不安がでてきていていた。この環境の改善には30年程度かかると見込まれ、その間の防衛機器として実弾利用の火器の開発が急がれた。設計と製造はドイツのヘッケル社に依頼されている。このヘッケル社はかつての大戦で短機関銃の開発を行っていた。そこで機澤重工業はOCTA ORCA専用の実弾を発射する機関銃の開発を依頼したのだった。これによって開発が進められたのがMG-03である。実際の人間が携帯する短機関銃とは異なり、AIによる自動認識と実行のためのソフトウェアの開発が必須で、ソフトウェアに関しては機沢重工業の人工知能部門が開発に参加している。MG-03開発以前はOCTA ORCA専用の実弾発射武器は存在していない。暫定的に人の使用する重機関銃を携帯できるように改造したりしたものを利用していたが、人工知能との連携が全く取れていないことから命中率が極端に低く、ただ銃弾をばらまくだけのような状態になっていた。暴徒の鎮圧等にはそれでも良かったが、GK-1など大型の暴走ロボットに対しては殆ど効果がないので開発は急務だった。

　銃弾は戦闘機と同様の威力を持ち、オクタオルカシリーズだけでなくGK-1や空中戦艦の装甲も貫通する性能がある小型化された高速徹甲弾を利用することで、バレルの発熱とそれに伴う変形が発生することが分かった。これに対応するためにバレルの冷却機構を開発した。この小型バレル冷却機構がコストの高騰に繋がってしまう。このコストの上昇ともう一つの懸案だった事が、ソフトウェアの開発である。ソフトウェアは機沢重工業の内製ではあったが、もともと機沢重工業は武器の開発は手がけておらず、何もないところからのスタートだったので、開発は難航してしまった。

　コンピュータでの照準は正確だが射撃の振動が大きく、集弾率が極端に落ちている。射撃プログラムのバージョンが上がるごとに射撃精度は上がっており、懸念される問題は解決していっているが、不具合の多かった頃の特徴的な射撃音は狂った円舞曲のようだといわれ、開発コードネームとしてジャンキーワルツと呼称されていた。この名称は制式化された後も非公式のニックネームとして使われている。

　見かけ上は単なる短機関銃ではあるものの、バレル冷却機構や制御システムなど、他の銃よりはるかに機密が多く、トラブルやメンテナンスは簡単なものであってもヘッケル社または機沢重工業に送って対応をすることになっている。

　高騰したコストによって、大量生産は難しくなったが、現行のレーザー兵器の代替えとしてはこれに代わるものがなく、先行量産型を地域の要所に配備することで、防衛力の一端を担っている。

　開発自体は続行しており、バレル冷却システムの改良、ソフトウェアの性能向上や、生産コストを抑える仕組みなどを考え、量産効果を上げる開発を進めている。

　バリエーションとして、狙撃モデルがある。バレル冷却システムを外し、バレルの延長と発射装置を簡素化している。敵から発見されることを防ぐために、銃とOCTA ORCAの通信は有線で行う。

　ソフトウェアの開発にはかなりの時間がかかるらしく、ベータ版である本機が完成している今も開発は継続している。



　仕事のクライアントをモチーフにバリエーションを作るシリーズは、クライアントの規模や業務形態を考えるとそんなに続けられないなと思い、クライアントをモチーフにするのはこれが最後かなと思います。バリエーションのネタはまだあるので続けるんですよ。

　で、今回は昔にアルバムジャケットのイラストとデザインをしたJUNKY WALTZというヘビーロックバンドがモチーフです。当時は宣伝用のポスターやDMなども作りました。こっちのほうが大変だったかな。ロゴマークをそのまま使っているくらいですが、僕が担当していないころのロゴタイプに拳銃が二丁デザインに組み込まれていたのでそこから二丁拳銃にしました。合成している実写はストックから流用するはずで考えておりましたのに、解像度が足りなく、いつも通りに撮りなおしてきました。

　次も調子が良ければ続きます。



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記



murbo／すいませーん、いつもの編集雑談はお休みです。


北極大陸　第52号

2019年3月3日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ
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